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次期教育振興基本計画・諮問文＜抜粋＞

３．新型コロナウイルス感染症を契機として次期計画において検討すべき観点
学習者の背景や特性・意欲の多様性を前提として、学習者視点に立ち、誰もが、

いつでもどこからでも、誰とでも、自分らしく学ぶことができ、誰一人取り残され
ず、一人一人の可能性が最大限に引き出され、一人一人の多様な幸せであるととも
に社会全体の幸せでもあるウェルビーイングが実現されるように、制度等の在り方
を考えていく必要があります。これは幼児教育から高等教育まで一貫して追求しな
ければならない目標です。

４．次期教育振興基本計画について、御審議を依頼する事項
○ 改正教育基本法の基本理念、現行計画の成果と課題、急速な技術革新、人口減

少・高齢化の進展などの国内状況の変化、グローバル化やSDGs達成に向けた世界
的な取組の進展といった国際環境の変化等を踏まえた今後の教育政策に関する基
本的な方針について
特に、超スマート社会（Society 5.0）を念頭に置き、ウェルビーイングの観点も

踏まえ、新型コロナウイルス感染症を契機としたオンライン教育を活用する観点
など「デジタル」と「リアル」の最適な組合せ、及び、幼児教育・義務教育の基
礎の上に、高等学校、大学、高等専門学校、専門学校、大学院まで全体が連続性
・一貫性を持ち、社会のニーズに応えるものとなる教育や学習の在り方について
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「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について」（教育再生実行会議第十二次提
言）（令和３年６月３日）

（はじめに）
教育再生実行会議では、ポストコロナ期における新たな学びの在り方を考えてい

くに当たって、こうした課題を解決するためには、一人一人の多様な幸せであると
ともに社会全体の幸せでもあるウェルビーイング（Well-being）の理念の実現を目指
すことが重要であるとの結論に至りました。この幸せとは、経済的な豊かさだけで
なく、精神的な豊かさや健康も含まれ、このような幸せが実現される社会は、多様
性と包摂性のある持続可能な社会でもあります。こうした社会を実現していくため
には、一人一人が自分の身近なことから他者のことや社会の様々な問題に至るまで
関心を寄せ、社会を構成する当事者として、自ら主体的に考え、責任ある行動をと
ることができるようになることが大切です。こうした個人を育むためには、我が国
の教育を学習者主体の視点に転換していく必要があります。
こうした発想はこれまでもありましたが、教育行政や学校現場での教育活動におい

て必ずしも徹底されていなかった面があり、今後、全国の学校現場で新たな学びが
実践されていく際に、学習者主体の視点を今まで以上に重視していくことが何より
も大切であると考えます。そのためには、教師をはじめとする教育関係者が学習者
主体の視点へ転換をするという意識改革を図り、新たな学びの着実な定着、教師の
質の向上と数の確保、デジタル化への対応などを総合的に進めていく必要がありま
す。
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「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について」（教育再生実行会議第十二次提
言）（令和３年６月３日）

（教育分野の国際的な動向）
OECD の「Learning Compass 2030（学びの羅針盤 2030）」（2019 年５月）は、教育の未

来に向けての望ましい未来像を描いた進化し続ける学習の枠組みで、個人と集団のウェルビー
イング（Well-being）の方向性を示すとともに、「生徒のエージェンシー（Student Agency）
」として、子供たちが社会を変革していくため自ら主体的に目標を設定し、振り返りながら、
責任ある行動がとれる力を身に付けることの重要性を指摘しています。
こうした国際動向も踏まえ、我が国においても、個人と社会全体のウェルビーイングを実現

するため、学習者主体の視点を重視して取組を進めていく必要があります。同時に、単に国際
動向に対応するだけでなく、日本の教育の良さや強みを取り入れるとともに、これらを積極的
に海外に発信し、双方向の交流を通して学び合うなど、国際的な文脈の中で学びを発展させる
ことも重要です。
※脚注：例えば、OECD のより良い暮らし指標（Better Life Index）は個人のウェルビーイ
ングに 11 の要因が関与していることを指摘している。これには仕事、収入、住宅のような経
済的要因に加え、ワーク・ライフ・バランスや教育、安全、生活の満足度、健康、市民活動
、環境やコミュニティのような生活の質（Quality of life）に影響を与える要因が含まれる（
OECD Better Life Index、2018）。また、生徒は自分個人のウェルビーイングを求めるだけ
ではなく、仲間、家族、コミュニティ、地球のウェルビーイングにも配慮するように学ぶこ
とが期待され、社会のウェルビーイングは共通の「目的地」とされている（OECD Learning 
Compass 2030 仮訳）
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「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について」（教育再生実行会議第十二次提
言）（令和３年６月３日）

１．ニューノーマルにおける初等中等教育の姿と実現のための方策
（ニューノーマルにおける初等中等教育の姿）
② データ駆動型の教育への転換による学びの変革の推進
○ 国及び地方公共団体は、個人と社会全体のウェルビーイングの実現のため、児童生徒が、
社会を構成する当事者として、自ら主体的に学んでいくことができるよう、学習者主体の視
点を重視し、学校教育全体を通じた取組を推進する。（略）

③ 学びの継続・保障のための方策
こうした現状や、不登校が孤独・孤立の入口となり得ることも踏まえ、関係府省庁や民間団

体とも連携し、ICTの活用等により多様な支援を不登校児童生徒に提供するとともに、障害
のある児童生徒等を含め、誰一人取り残さない多様性と包摂性のある教育に取り組み、ウェ
ルビーイングを実現する必要があります。

（２）新たな学びに対応した指導体制等の整備
同時に、このような取組の前提として、働き方改革を通じて教師自身のウェルビーイング

や教職の魅力を高めていくことが強く求められます。

２．ニューノーマルにおける高等教育の姿、国際戦略と実現のための方策
（１）ニューノーマルにおける高等教育の姿
（ニューノーマルにおける高等教育の姿）
各高等教育機関においては、その多様なミッションに基づき、学修者が「何を学び、何を身

に付けることができるのか」を明確にし、学修者本位の教育を実現することが求められていま
す。特に、これからの社会においては、個人と社会全体のウェルビーイングの実現のため、初
等中等教育と連携を図りながら、学修者が自ら意欲的・主体的に学び、成長することができる
ようにしていくことが必要であり、学びの多様化を進め、より多くの人に対して高等教育を受
ける機会を充実することが大変重要になります。
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第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３月26日閣議決定）

（はじめに）
こうした基本認識の下、この第 6 期基本計画では、我が国が目指すべき Society 5.0 

の未来社会像を、「持続可能性と強靱性を備え、国民の安全と安心を確保するとと
もに、一人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現できる社会」と表現し、その実
現に向けた『「総合知による社会変革」と「知・人への投資」の好循環』という科
学技術・イノベーション政策の方向性を示した。
２．「科学技術・イノベーション政策」としての第６期基本計画
（３）第６期基本計画の方向性
第６期基本計画に求められることは、この５年間の国内外の情勢変化を踏まえ、米

中対立の先鋭化など世界秩序の模索の動きや現実の危機となった気候変動問題をは
じめとするグローバルな課題の克服への貢献、そして、半ば強制的に非日常をもた
らしているコロナ禍に対応する国内の構造改革という両軸を、どのように実現し、
国民一人ひとり、世界の市民に多様な幸せ（well-being）をもたらすのか、そのた
めの政策的創案を世界に示していくことである。
このような背景を踏まえて、我が国が目指す社会を表現すると、「直面する脅威や

先の見えない不確実な状況に対し、持続可能性と強靱性を備え、国民の安全と安心
を確保するとともに、一人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現できる社会」
とまとめられ、このような未来社会を実現することこそが第６期基本計画を策定す
る目的である。これは、ＳＤＧｓとも軌を一にするものである。
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こども政策の新たな推進体制に関する基本方針
～こどもまんなか社会を目指すこども家庭庁の創設～（令和３年12月21日閣議決定）

（２）全てのこどもの健やかな成長、Well-being の向上
全てのこどもが、相互に人格と個性を尊重し合いながら、健やかに成長し、社会との関わり
を自覚しつつ、自立した個人としての自己を確立し、他者とともに社会の構成員として自分ら
しく尊厳をもって社会生活を営むことができるように、その成長を社会が支えつつ、伴走して
いくことが基本である。
全ての国民に基本的人権を保障する日本国憲法の下、児童の権利に関する条約に則り、
・ 全てのこどもが生命・生存・発達を保障されること
・ こどもに関することは、常に、こどもの最善の利益が第一に考慮されること
・ こどもは自らに関係のあることについて自由に意見が言え、大人はその意見をこどもの年
齢や発達段階に応じて十分に考慮すること
・ 全てのこどもが、個人としての尊厳が守られ、いかなる理由でも不当な差別的
取扱いを受けることがないようにすること
といった基本原則を、今一度、社会全体で共有し、必要な取組を推進することが重要である。

こどもの発達、成長を支えるため、妊娠前から、妊娠・出産、新生児期、乳幼児期、学童期
、思春期、青年期の各段階を経て、大人になるまでの一連の成長過程において、良質かつ適切
な保健、医療、療育、福祉、教育を提供する。
全てのこどもが、安全で安心して過ごせる多くの居場所を持ちながら、様々な学びや、社会

で生き抜く力を得るための糧となる多様な体験活動や外遊びの機会に接することができ、自己
肯定感や自己有用感を高め、幸せな状態（Well-being）で成長し、社会で活躍していけるよう
にすることが重要である。このため、家庭、学校、職域、地域などの社会のあらゆる分野の全
ての人々が、学校等の場をプラットフォームとして相互に協力しながら、一体的に取り組んで
いく。また、性別にかかわらずそれぞれのこどもの可能性を拡げていくことが重要であり、乳
幼児期から大人に至るまでの全ての段階で男女共同参画の視点を取り入れる。
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デジタル田園都市国家構想基本方針（令和４年６月７日閣議決定）

第１章 デジタル田園都市国家構想の基本的な考え方
３．取組の前提
③質の高い暮らしのためのまちの機能の充実

【構想の実現に向けた価値観の共有】
デジタル技術の活用により、地方では地方の魅力をそのままに、都市の利便性を

享受することが可能となる。構想の実現に向けては、都市と地方双方の生活の質
の向上を図り、生活者の目線、ユーザーの目線を大切に、高齢者、障害者、外国
人及び子どもも含め、多様な住民の暮らしを巻き込みながら、その暮らしが本当
に向上しているのかどうか、Well-beingの視点を大切にした取組を進めていくこと
が重要である。

第３章 各分野の政策の推進
１. デジタル実装による地方の課題解決
（５）豊かで魅力あふれる地域づくり
③質の高い暮らしのためのまちの機能の充実
⒯市民参加型のまちづくりの推進
＜Well-being指標の活用促進＞
・地域ごとの特徴把握や、目指すべき地域の在り方を検討するために利用できる
、Well-being指標を公開する。これにより、地域全体で目指したい姿の検討がよ
り具体的になるほか、Well-being指標をKPIとして持つことで、地域の様々なプ
レイヤーが自分たちの活動を評価しやすくなる。



OECDラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030は、OECD Future of Education and Skills 2030プロジェクト※の
成果であり、教育の未来に向けての望ましい未来像を描いた、進化し続ける学習の枠組みです。教育の幅広い目標を支えるとともに、
個人のウェルビーイングと集団のウェルビーイングに向けた方向性を示しています。
※2011年にOECDと日本で開始した「OECD東北スクール」事業を多国間の枠組みに発展させ、2030年以降の未来を形作るため生徒に求められるコンピテンシーを
明確化するとともに、このコンピテンシーを育む教師の資質や教育環境等を検討することを目的としたOECDの事業。

その構成要素には、学びの中核的な基盤、知識、スキル、態度と価値、より良い未来の創造に向けた変革を起こすコンピテンシーや、
見通し(Anticipation)・行動(Action)・振り返り(Reflection)のAARサイクルが含まれます。また、ラーニング・コンパスは、
生徒が周囲の人々、事象、状況をより良いものにすることを学ぶ上で、責任ある有意義な行動を取るための方向性を決めるために生
徒が使うことができるツールであることから、生徒エージェンシーは、ラーニングコンパスの中心的な概念です。

OECDラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030

学びの中核的基盤
カリキュラム全体を通して学習する
ために必要となる基礎的な条件や主
要な知識、スキル、態度及び価値観
を指します。

見通し・行動・振り返りサイクル
学習者が継続的に自らの思考を改善
し、集団のウェルビーイングに向か
って意図的に、また責任を持って行
動するための反復的な学習プロセス
です。

OECD「Conceptual learning framework LEARNING COMPASS2030」（2019年5月）をもとに作成

より良い未来の創造に向けた変革
を起こすコンピテンシー
新たな価値を創造する力、責任ある
行動をとる力、対立やジレンマに対
処する力は未来を形づくり、そこで
活躍するための必要な能力です。

生徒エージェンシー
生徒が教師の決まりきった指導や指
示をそのまま受け入れるのではなく、
未知なる環境の中で自立で歩みを進
め、意味のある、また責任感を伴う
方法で進むべき方法を見出す必要性
が強調されています。
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OECD Learning Framework 2030

知識

スキル

態度及び価値観

新たな価値を
創造する力

対立やジレンマを
克服する力

責任ある行動
をとる力

OECD学習枠組み2030

エージェンシー

※1 変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能力

※2 日本語訳は白井俊著『OECD Education 2030プロジェクトが描く教育の未来』 （ミネルヴァ書房、2020年） を参照

教科の知識

教科横断的な知識

エピスデミックな知識

手続的知識

認知的・メタ認知スキル

社会・情動的スキル

身体・実用的スキル

個人の態度及び価値観

地域の態度及び価値観

社会全体の態度及び価値観

グローバルな態度及び価値観

出典：「The future of education and skills education 2030」（oecd-education-2030-position-paper.pdf (observatorioeducacion.org)）

親 教師

コミュニティ 仲間たち

https://observatorioeducacion.org/sites/default/files/oecd-education-2030-position-paper.pdf


OECD 「How’s Life Measuring Well-being」
（子どもの幸福を構成する側面と指標）
子どもが生活する家庭の幸福条件（物質的側面、家庭環境）

所得と資産 子どものいる世帯の可処分所得
子どもの所得貧困

仕事と報酬 就業者がいない世帯の子ども
親が長期失業者である子ども

住居 子どもの1人当たりの平均部屋数
基本的な衛生設備を欠く住居に暮らす子ども

環境の質 環境条件が劣悪な住居に暮らす子ども

子どもに特有の幸福条件（子ども主体の幸福因子）

健康状態 乳児の死亡率
低出生体重児率
自己報告による健康状態
過体重と肥満
青少年の自殺率
十代の出産率

教育と技能 PISA読解テストの平均得点
PISA創造的問題解決テストの得点
就労、就学、職業訓練のいずれも行っていない若者
教育的はく奪

市民参加 投票の意思
市民活動への参加

社会と家庭の
環境

親とよく話す生徒
友人が親切な生徒
学校の勉強を負担に感じる生徒
学校が好きな生徒
PISAの帰属意識指数
親と過ごす時間

生活の安全 子どもの殺人率
いじめ

主観的幸福 生活満足度

OECD 「How’s Life Measuring Well-being」（ヘッドライン指標）
所得と資産 家計の調整純可処分所得

家計の純金融資産

仕事と報酬 就業率（15～64歳人口に占める就業者の割合）
フルタイム雇用者の平均年間報酬
失業可能性（年間失業流入率）
長期失業率（労働力人口に占める1年以上の失業者の割合）

ワーク・ライフ・
バランス

長時間労働（日常的に週50時間以上働く雇用者の割合）
レジャーとパーソナルケアの時間（フルタイム就業者が1日に費やす
時間）

住居 １人当たり部屋数
住居費（可処分所得に占める住宅の取得・維持に関する費用）
基本的な衛生設備の欠如（世帯専用の屋内水洗トイレのない住
宅に住む割合）

環境の質 水質に他する満足度
大気中のPM2.5への年間曝露量（1㎥当たり㎍数）

健康状態 出生時平均余命
主観的健康状態

教育と技能 学歴（25～64歳における後期中等教育以上の修了者割合）
PISAの平均スコア
PIAACの平均習熟度

市民参加とガ
バナンス

投票率

社会とのつな
がり

社会的ネットワークによる支援（いざというときに頼りになる身内や友
人がいると回答した人の割合）

生活の安全 暴行死率（人口10万人当たり）
自己報告による暴行被害率

主観的幸福 生活満足度

（OECD幸福度白書2015に基づいて文部科学省作成）
【OECD「How’s Life Measuring Well-being」（幸福度白書）における指標の選択基準】①表面的妥当性をもつこと、②成果を対象とするこ

と、③変化に敏感であり政策介入に対する感度が高いこと、④関連文献で一般に用いられ認められていること、⑤各国間の比較が可能で
あり、多くの国を網羅していること、⑥適切な頻度とタイミングで収集されること

OECDのウェルビーイング指標
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OECD・PISA2015

指標：「全体として，あなたは
あなたの最近の生活全般に，
どのくらい満足していますか」との
問に０～１０の１１段階で
回答（１問のみ）



○令和3年度全国学力・学習状況調査におけるwell-being関連項目の結果（抜粋）（令和３年５月調査実施）

・将来の夢や目標を持っていますか。
【小学校】 【中学校】

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

出典：文部科学省・国立教育政策研究所 「令和3年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査 報告書」

【児童生徒質問紙調査】
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・人が困っているときは、進んで助けていますか。
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・学校に行くのは楽しいと思いますか。
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・自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。

・自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか。

・自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。

・友達と協力するのは楽しいと思いますか。
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【小学校】 【中学校】

出典：文部科学省・国立教育政策研究所 「令和3年度全国学力・学習状況調査 質問紙調査 報告書」

【児童生徒質問紙調査】※令和3年度新規追加項目
当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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青少年の体験活動等に関する意識調査 ((独)国立青少年教育振興機構）



18

高校生の生活と意識に関する調査 ((独)国立青少年教育振興機構, 日米中韓比較、H26実施）
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高校生の生活と意識に関する調査 ((独)国立青少年教育振興機構, 日米中韓比較、H26実施）
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高校生の生活と意識に関する調査 ((独)国立青少年教育振興機構, 日米中韓比較、H26実施）



21

『18歳意識調査「第46回 –国や社会に対する意識（6カ国調査）–」』（日本財団,2022）
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